
■横浜産芋焼酎
横浜市旭区の農家さんの畑で採れたサツマイモ（薩摩芋）を、
鹿児島の錦灘酒造さんで無濾過の芋焼酎に仕上げました。

■無濾過の芋焼酎
無濾過の芋焼酎は蔵元に行かないと味わえない焼酎でした。
サツマイモの出来は毎年一定ではないので、味を変えることの
出来ない芋焼酎は、細かなフィルターで芋のうまみを削ぎ落とし
て味を一定に保ちます。
横浜産芋焼酎は、フィルターを通さずに無濾過で芋のうまみも
ビン詰めしています。サツマイモも混ぜ芋するので、その年毎に
他にはない味わい深い芋焼酎となります。

■横浜市旭区の農家さんの繋ぐ薩摩芋

サツマイモは他のＦ１作物と違って、
収穫した芋を種芋にして、何年もの間
地元の農家さんで繋いでいます。
横浜焼酎で使用している、紅はるか、山川紫、紅東は
黄金金時等は横浜市旭区の農家さんが繋いでいる
大変美味なサツマイモです。

　　・黄金金時、山川紫、紅東

　・３月種芋を植える。

・５月の苗床、種芋から蔓が伸びる。

横浜で産まれ薩摩で創った芋焼酎のご案内



　・５月、蔓を切って畑に植える。

　・７月の芋畑。

・食べても甘くて美味しいサツマイモを
　贅沢に原料として使用しています。

・サツマイモを傷つけないようにダンボールに詰めて引越し屋さんに運んで貰います。



■鹿児島の種麹屋さんである錦灘酒造にて製造

錦灘酒造さんは河内菌白麹発見者の直系の蔵元で、全国で５軒しかない種麹屋さんです。
横浜産芋焼酎のために素晴らしい河内菌白麹を選んで下さいました。
麹屋さんとしての、こだわりの焼酎を作っている蔵元さんです。

　蒸留して一年間瓶で熟成させます。

■販売店　（敬称略） ・混ぜ芋である為、二つとない”もろみ”。
・横浜高島屋
・島崎
・横浜小売酒販組合保土ヶ谷支部
　加盟店
・一里山ゴルフセンター

■通販
・口口ネット㈱（クチグチネット）
　http://www.kidikara.com

■常設飲食店 （五十音順　敬称略）
・荒井屋
・横浜ベイシェラトンホテル　　
  日本料理「木の花」
・横浜ロイヤルパ－クホテル
  日本料理「四季亭」
・横浜キャメロットジャパン
  日本料理「桂川」
・天吉
　他



◆一里山（いちりやま）　
　　・２５度
　　・７２０mℓ
　　・小売価格　２，３７６円（税込）

◆Ｙ２０°（わいにじゅうど）　
　　・２０度
　　・５００mℓ
　　・小売価格　１，５５５円（税込）

◆みんなの氣力（みんなのきぢから）
　　・３７度
　　・７２０mℓ
　　・小売価格　４，８６０円（税込）



■第１７期ヨコハマ・グッズ『横濱００１』認定

　　横浜市長賞受賞
■第１８期ヨコハマ・グッズ『横濱００１』認定
２０１８年１２月に第１８期のヨコハマ・グッズに認定されました。
■全国観光土産品連盟推奨品

　　　

■製造元：錦灘酒造　（鹿児島県霧島市溝辺町）
錦灘酒造は、全国に５社しかない種麹屋であり、
近代焼酎の父と呼ばれ焼酎を造る際に必要な河内菌白麹の発見者である
河内源一郎の三代目が後を継ぐ鹿児島の焼酎メーカーです。
２００９年７月のIWSC(インターナショナル・ワイン・アンド・スピリッツ・コンペティション)
にて「The IWSC トロフィー」を受賞しました。
（IWSC：１９６９年にイギリス・ロンドンで創設された世界で最も歴史のあるアルコール
飲料専門の品質、味覚競技会）

■企画　：株式会社ユーズウェア

■販売者：口口ネット株式会社（クチグチネット）


